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る研究も増えてきている（山田 ,  2005）。また、母親のメディア・インターネッ
ト環境の変化に伴い、子どもをめぐるメディア・インターネット環境の変化に
ついても研究がなされてきている（松村 ,  2015）。  




Ⅱ  研究 1 










上使用している割合は 1 歳児で 21.9％、 2 歳児で 33.0%、 3 歳児で 32.4％、 4
歳児で 23.0%、 5 歳児で 23.6%、 6 歳児で 22.9%となっており、最もスマート
フォンに触れている 2 歳児に関しては、1 日に 15 分以下使用している子どもが
63.2％と最も多く、次いで 30 分くらい使用している子どもが 11.5％という結
果となっている。  
総務省の平成 26 年版情報通信白書をスマートフォンに注目して世界規模で
見てみると、2013 年における世界出荷台数は前年比 38.4％増の 10 億 420 万台
で、年間出荷台数がはじめて 10 億台を超え、このような出荷台数の増加に伴
い、スマートフォンユーザー数は 2014 年に 17.5 億人、全携帯電話利用者の










で国際的なウェブアンケートが行われた。その結果、6 か国共通で 10～ 20 代の
ネット依存傾向が高い層が多くなり、年齢層が上がるにつれてその依存傾向の
割合が小さくなっていた。我が国ではその 10～ 20 代の 1 割強がネット依存傾
向が高い結果となったものの、フランスに次いでこの値は低く、我が国が特筆
してネット依存傾向が高いわけではないことがうかがえる結果となった。  
我が国の携帯電話契約数全体に占めるスマートフォンの比率は 2014 年 3 月
末時点では 47.0％であるが同年中に半数を超え、 2019 年 3 月末には 7 割強ま
で普及するとみられている。また、自宅でのパソコンの使用時間について、ス
マートフォン保有者は 115 分であるのに対し、未保有者 166 分と前者のほうが
50 分程短くなっており、スマートフォンがパソコンの代わりになりつつあるこ









る。さらに年齢別にインターネット利用端末についてみてみると 21～ 30 歳で
スマートフォンが 68.5％と最も多いのに対して、31～ 40 歳では PC を利用する
人が 39.6％、 41 歳以上では PC を利用する人が 52.3％であり、年齢によりイ
ンターネットを利用する端末に違いがみられている。保護者が子どもの健診や
病院の情報を得る手段として、最もあげられているのは市報（ 52.8％）である































2.  方法  
調査対象  
 調査対象者は、保育園児の母親 28 名と、地域子育て支援センターを利用し
ている母親 95 名と、研究 2 に参加された母親 22 名である（合計有効回答数
145 名、回収率 64.7％）。回答いただいた母親の平均年齢は 32.4 歳（ SD＝ 5.2）、







１）  スマートフォンの依存度についての調査  
戸田・西尾・竹下（ 2015）のスマホ依存尺度（Wakayama Smartphone 
Dependence Scale：WSDS）を用いて母親のスマートフォン依存の程度を調査







軽視」の 3 つの下位尺度に構成した。WSDS は質問紙を用いて 4 件法でたずね
た。  
 
２）母親のスマートフォン使用についての意識（大寺 ,  2016）  
WSDS と同時に、母親が子育ての中でスマートフォンを使用することに対し
てどのように感じているのか、母親の子育てにおいてのスマホ使用の実態など
について調査するために質問項目を作成し、4 件法でたずねた。項目数は 13 項
目で、項目内容を Table 1 に示す。  
 
































3.  結果  
１）  Wakayama Smartphone Dependence Scale（WSDS）の結果  
WSDS の下位尺度得点と総得点を Table 2 に示した。  
 
Table  2 Wakayama Smartphone Dependence Scale（ WSDS）の総得点と下位尺度得点  
 M SD 
ネットコミュニケーションへの没頭  4 .46  3.09  
スマホ優先と長時間使用  4 .79  3.54  
『ながらスマホ』とマナーの軽視  7 .32  3.84  
総得点  17.05  8.52  
 
２）  母親のスマートフォン使用についての意識調査の結果  
意識調査の結果を Table 3 にまとめた。平均値が最も高得点であった項目は
「スマホは子どもに悪影響があると思う」であった（ M＝ 1.9、 SD＝ 0.8）。最
も低得点であった項目は「もっと子育てにスマホを活用すべきだ」であった
（M=0.6、 SD＝ 0.7）。  
また、意識調査の項目について、「まったく該当しない」と「あまり該当しな
い」を「該当しない」に、「やや該当する」と「該当する」を「該当する」に分
け、該当しない群と該当する群では WSDS の結果に差があるかどうか t 検定を
行った（Table 4）。その結果、Table 4 に示した 7 項目で、「該当する」と回答
した母親は「該当しない」と回答した母親より WSDS の得点が有意に高かった。 
 
Table  3 母親のスマートフォン使用についての意識調査の平均値（ SD）  
 M SD 
スマホは子どもに悪影響があると思う  1 .92  0.84  
スマホで得られる子育て情報に満足している  1.68  0.75  
子育てにスマホを使うことに罪悪感を感じる  1.60  0.83  
ネットで得られる子育てについての情報に満足している  1.56  0.77  
子どもと遊ぶ時にスマホを使って遊ぶと子どもが喜ぶ  1.39  0.93  
子どもとの遊びの中でスマホをおもちゃと同じ感覚で使用する
ことがある  
1.20  0.94  
スマホを持っていない親は大変だと思うことがある  0.99  0.96  
スマホを子育てにどう活用してよいのかわからない  0.96  0.86  
スマホ依存ではないかと考えたことがある  0.89  0.95  
スマホを使うことに罪悪感を感じる  0.77  0.73  
子どもがスマホを使いこなしている姿を見るとうれしくなる  0.70  0.69  
スマホは幼いころから使用しておくべきだ  0.65  0.65  




Table  4 スマートフォン使用状況による Wakayama Smartphone  Dependence  Scale
（ WSDS）の平均値（ SD）の差の検定結果  
  M SD t 値  
子育てにスマホを使うことに罪悪感を感じる  該当しない  14.91  7.95  -2.47*  
該当する  18.42  8.66  
子どもとの遊びの中でスマホをおもちゃと同
じ感覚で使用することがある  
該当しない  15.38  7.90  -2.45*  
該当する  18.87  8.90  
スマホで得られる子育て情報に満足している  該当しない  13.80  7.76  -3.62*  
該当する  18.89  8.43  
スマホを使うことに罪悪感を感じる  該当しない  16.16  8.39  -3.59*  
該当する  22.74  7.27  
スマホをもっていない親は大変だと思うこと
がある  
該当しない  15.34  7.86  -3.61*  
該当する  20.95  8.77  
ネットで得られる子育てについての情報に満
足している  
該当しない  15.15  8.45  -2.35*  
該当する  18.50  8.34  
スマホ依存ではないかと考えたことがある  該当しない  13.91  7.08  -7.92*  
該当する  24.21  7.12  
* p＜ .05  
 
WSDS と母親の年代（ 20 代～ 40 代）、子どもの年齢（ 2 歳以下、 3～ 4 歳、 5
～ 6 歳、7 歳以上）母親のスマートフォン使用歴についてχ 2 検定を行ったとこ
ろ、有意な差は見られなかった。  
 
３）  メディア機器使用の現状  
スマートフォンの使用歴は平均 2 年 2 カ月（ SD＝ 1.9）で、最も使用歴が短
い人で 1 ヶ月、最も使用歴が長い人で 10 年であった。母親が子どもとの関わ
りの中でよく使用する機器について、選択肢からよく使うものをあげてもらっ
た。延べ数をまとめると、最も多かったのがテレビ（ 88.1％）で、次いでスマ
ートフォン（ 79.7％）、DVD・ブルーレイ（ 62.6％）であった。  
母親がスマートフォンを使用する時間については、 21 時から 25 時を選択し










Table  5 子どもについての情報収集手段として  
よく用いるもの  結果  
（有効回答数 374 件）  
情報収集手段  割合  
ママ友の口コミ  59.3％  
スマートフォン  47.5％  
パソコン  28.3％  
親  27.0％  
テレビ  22.7％  
保育園や幼稚園の職員  16.5％  
市町村のホームページ  10.3％  
雑誌  8.4％  
配偶者  8.3％  
保健センターの職員  7.0％  
病院の医師  6.3％  
その他  4.9％  
新聞  4.2％  
SNS 4.2％  
ラジオ  2.1％  
病院などのパンフレット  1.4％  
 
次に、記述式で回答を求めた、母親が子どもとかかわるときに使用するおす
すめのアプリについての結果を Table 6 に、スマートフォン使用時の Web の閲
覧目的についての結果を Table 7 にまとめた。子どもとかかわるときに使用す
るお勧めのアプリとして最もあげられたのは、無料動画配信アプリであった。
















Table  6 おすすめのアプリの結果（有効回答数 80 件）  
  回答例  




知育ゲームアプリ   




なし  8 名  ・してません  
・特になし  
・わかりません  
音楽アプリ  2 名  ・おやすみオルゴール  
・音楽アプリ  
その他  3 名  ・鬼の電話  
 
Table  7 Web の閲覧目的（有効回答数 129 件）  
  回答例  
情報収集  56 名  ・情報収集  
・子育てについての調べ物  
・調べ物  
ネットショッピング  49 名  ・フリマアプリ  
・ネットショッピング  
・オークション  
ニュースを見る  16 名  ・ニュースを見る・  
・ヤフーニュース  
趣味  4 名  ・趣味  
その他  4 名  ・病院の予約  
 
 
４）  母親が思うスマートフォンを使用するメリット  
記述式で記入を求めた、母親が考えるスマートフォンを使用するメリットの








Table  8 母親が思うスマートフォンを使用するメリット（回答例）  
手軽さ  ・すぐに知りたいことを調べられる  






















特になし  ・特にない  
・ガラケーが壊れなければ、私はスマホに変えなくてもよかった
と思ってる  





















５）  母親が思うスマートフォンを使用するデメリット・心配事  
記述式で記入を求めた、母親が思うスマートフォンを使用するデメリット・






















































特になし  ・特になし  
・今のところ特にない  
















4.  考察  
１）  メディア使用の現状について  
 子どもとの関わりの中でよく使用する機器についての回答で、テレビに次い


















































































Ⅲ  研究 2 





























２ . 方法  
調査対象  
 2～ 3 歳の子どもを持つ母親を対象に、保育園と子育て支援センターで研究 1
を行う際に募集をかけ、行動観察の参加に同意した 22 組の親子を対象とした。
参加した母親の平均年齢は 31,2 歳（ 23～ 37 歳、 SD=4.0）、子どもの平均年齢
は 2 歳 6 ヶ月（ 1 歳 10 ヶ月～ 3 歳 8 ヶ月、SD=0.6）であった。母親の有職率
は 13.0％で、有職者全員が、 1 週間の勤務時間として「 10 時間から 20 時間」
を選択していた。子どものきょうだい数は、 22 人中１人っ子が 12 人、 2 人き




１）  質問紙調査  
戸田・門田・久保・森本（ 2004）により作成された携帯電話依存傾向を測る




本研究では「スマホ」に変えて調査を行った。 CPDQ は 20 項目で構成されて
おり、「該当する」、「やや該当する」、「あまり該当しない」、「まったく該当しな
い」に対し 3～ 0 点の得点が与えられている。戸田他（ 2004）は、総得点が 42
点以上を「携帯電話依存傾向の強い群」、 42 点未満を「携帯電話依存傾向正常
群」と分類している。  


















った、『もっと！あそベビぷらす  2 歳から楽しめる感覚遊びアプリ』（ WAO 










Table  10 行動観察の場面設定  
場面  時間  設定  
自由遊び場面  10 分  室内のおもちゃで普段通り自由に遊ぶ。  







お片付け   時間は設定せずに「お片付けをしてくださ
い。終わったらタブレットを渡すので、教え
てください」とだけ教示する。  
親子タブレット使用場面  3 分  親子でタブレットを使用し、あらかじめタ
ブレット内にインストールしてあるゲームア
プリ『もっと！あそベビぷらす  2 歳から楽し
める感覚遊びアプリ』をしてもらう。  
絵本読み聞かせ場面  3 分  観 察 者 が 親 子 タ ブ レ ッ ト 使 用 場 面 終 了 後
に、タブレットと、『いやだいやだ』（せなけ
いこ ,  1969）、『まよなかのコックさん』（ボッ
カ ,  2006）、『お おきな かぶ』（トル スト イ再


































 記録用のカメラ 3 台の録画映像を見て、場面ごとに各指標 3 分間の総回数を
記録した（Table 11）。各指標の内容に基づき、2 人の評定者が独立に録画映像

























※   →カメラ  
ラグ  





Figure 3 行動観察場面の構造  
20 
 
Table  11 行動指標の分類  




















母 親 の 声 か け や 促 し に 対 し て 応





親 子 で 同 一 の も の を 見 る 回 数 に
ついて 10 秒ごとのタイムサンプリ


































３ . 結果  
１）質問紙調査の結果  
CPDQ の因子ごとの項目と、各因子の平均値と標準偏差を Table 12 にまとめ
た。  
 
Table  12  a  ce l lular  phone dependence questionnaire（ CPDQ）の結果  
 項目内容  M SD 
第 1 因子  ・電車などに乗ると、とりあえずスマホをさわる  
・電話やメールの着信がないか無意識にスマホを開く
ことがある  






11.32  3.76  
第 2 因子  ・スマホを忘れるとその日一日落ち着かない  
・毎日スマホを充電する  
・電波の悪いところにはあまり行きたくない  
4 .36  2.44  
第 3 因子  ・夜遅くてもスマホで電話をしてしまう  
・ 1 日 1 時間以上スマホで話す  
.23  .53  
第 4 因子  ・電車の中でも電話をする、または応対をする  
・人と二人でいるときにスマホを使う  
2 .05  1.75  
第 5 因子  ・スマホを持ってない人とは付き合いにくい  
・電話や直接話すよりメールのほうが本音を言える  
1 .18  1.05  
第 6 因子  ・スマホ代のほうが服や食事代より優先される  
・スマホを落とすほうが財布を落とすよりも嫌である  
1 .45  .96  







 回答者全員の CPDQ の総得点の結果を Figure 4 に示した。最も低い得点は 5











































Figure 5  母親のスマートフォンの使用時間の実数







































































使用場面（ 3.9）」と「絵本読み聞かせ場面（ 3.9）」よりも有意に多かった。  
子どもの発話数では、「自由遊び場面（ 17.0）」ならびに「スマートフォン使



















Table 13   各場面の指標の一元配置の分散分析と多重比較の結果  
 M（SD）  F 値   
 自由遊
び場面
（ A）  
スマートフ
ォン使用場
面（ B）  
タブレット
使用場面
（ C）  
絵本読み聞
かせ場面
（ D）  
合計    
子どもへの  
声かけ  
37 .9  
(15.3)  
10.9 (8.1)  42.0 (16 .8)  16.7 (9.6)  26.9  
（ 18.5）  
30 .7*  A>B,D 
C>B,D  
子 ど も へ の
応答  
10 .9  
(7 . 9 )  
9.9(7.9 )  3.9(5.2 )  3 .9(3.9 )  7.1  
（ 7.1）  






18.7 (14 .2)  8.4(8.2 )  7 .1(7.0 )  12.8  
（ 11.8）  





(4.4 )  
2.4(2.4 )  5.2(4.2 )  4 .2(4.4 )  4.8  
（ 4.3）  
6 .07*  A>B,D  
同 一 の も の
を見た回数  
17.7  
( .6 )  
7.1(4.2 )  17.7 ( .6 )  17.4 (2.2)  15.0  
（ 5.2）  
105.2
*  
A,C ,D> B 
       *p < .05  
  
各場面の親子の位置についてχ 2 検定を行った。その結果、自由遊び場面
(50.5％ )、タブレット使用場面 (59.1％ )、絵本読み聞かせ場面 (68.2％ )では、「手
の届く範囲の前」が最も多かったのに対し、スマートフォン使用場面では
72.7％が親から「手の届かない範囲」に位置していた（χ 2  (6)=36.7 ,p<.05）。 
 
４） a cellular phone dependence questionnaire（CPDQ）と各項目との相関  
 インタビューから得られた、母親のスマートフォン使用時間と CPDQ につい
て、相関を求めた。その結果、弱い正の相関がみられた（ ρ＝ .44）。  
CPDQ と母親の行動指標について相関を求めた（ Table 14）。その結果、CPDQ
と自由遊び場面における「子どもへの声かけ」に比較的強い正の相関がみられ














Table  14  a  cel lular phone dependence questionnaire（ CPDQ）と  
母親の行動指標  相関  
 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1．CPDQ ―          
2．自由遊び場面  
 子どもへの声かけ  
.60 * *  ―         
3．自由遊び場面  
 子どもへの応答  
0.08  0.29  ―        
4．スマホ使用場面  
 子どもへの声かけ  
0.19  0.33  .49 *  ―       
5．スマホ使用場面  
 子どもへの応答  
0.13  0.12  .72 * *  .71 * *  ―      
6．タブレット使用場面  
 子どもへの声かけ  
0.07  .54 *  .61 * *  .52 *  0 .29  ―     
7．タブレット使用場面  
 子どもへの応答  
-0 .03  -0.15  0.41  0.23  .65 * *  -0 .13  ―    
8．絵本読み聞かせ場面  
 子どもへの声かけ  
-0 .31  -0.05  0.35  0.15  0.14  .61 * *  -0 .09  ―  
 
9．絵本読み聞かせ場面  
 子どもへの応答  
-0 .27  0.04  .61 * *  0 .30  .44 *  0 .35  .50 *  0 .40  ―  
* *ｐ＜ . 01， *ｐ＜ .05  
 


















Table  15  a  cel lular phone dependence questionnaire（ CPDQ）と  
子どもの行動指標  相関  
 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1．CPDQ ―          
2．自由遊び場面  
 発話数  
-0 .02  ―         
3．自由遊び場面  
 母親への応答  
0.34  .53* ―        
4．スマートフォン使用
場面  
 発話数  
0.02  .87**  .60**  ―       
5．スマートフォン使用
場面  
 母親への応答  
0.11  .50*  0.30  .51*  ―      
6．タブレット使用場面  
 発話数  
0.09  0.36  0.11  0.42  0.09  ―     
7．タブレット使用場面  
 母親への応答  
-0 .07  0.22  0.39  0.11  -0.22  0.12  ―    
8．絵本読み聞かせ場面  
 発話数  
-0 .21  0.31  -0.05  0.26  -0.11  0.32  0.13  ―  
 
9．絵本読み聞かせ場面  
 母親への応答  
-0 .19  .54**  .48*  0.42  0.16  0.16  .54*  0.08  ―  



























































Table  16  母親の行動指標と子どもの行動指標  相関  
 自由遊び場面  スマホ場面  タブレット場面  絵本場面  
 
発話数  母 親 へ
の応答  








-0 .05  0.36  0.01  -0.19  -0.19  0.19  0.17  -0.14  
自由遊び場面  
子どもへの応答  
.84  .57  .82  0.37  0.32  0.36  0.37  .52  
スマホ使用場面  
子どもへの声かけ  
.46 *  0 .36  0.42  .68 * *  -0 .21  -0.29  -0.07  0.05  
スマホ使用場面  
子どもへの応答  
.66 * *  .46 *  .76 * *  .74 * *  0 .33  -0.07  0.19  0.17  
タブレット使用場面  
子どもへの声かけ  
.47 *  .48 *  0 .34  0.07  -0.10  0.29  0.34  0.31  
タブレット使用場面  
子どもへの応答  
0.29  0.19  .43 *  0 .37  .57 * *  -0 .08  0.14  0.13  
絵本読み聞かせ場面  
子どもへの声かけ  
.47 *  0 .35  0.33  -0.02  -0.07  0.24  .45 *  0 .41  
絵本読み聞かせ場面  
子どもへの応答  
.54 * *  0 .09  .45 *  0 .18  0.24  0.12  .66 * *  0 .36  
* *ｐ＜ . 01， *ｐ＜ .05  
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